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市
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、

本
庁
舎
の
耐
震
化
を
図
る
た
め
、

応
急
補
修
工
事
の
実
施
と
、
春
日

部
市
庁
舎
に
関
す
る
庁
内
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
本
庁
舎
耐
震
化

の
方
向
性
の
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
１
月
に
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
や
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
化
有
識

者
会
議
か
ら
の
意
見
を
基
に
、
本

庁
舎
耐
震
化
の
方
向
性
を
「
移
転

建
て
替
え
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
基
本
構
想
の
策
定
等
、

本
庁
舎
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

「
春
日
部
市
本
庁
舎
整
備
審
議
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
地
方
自
治
法

第
１
３
８
条
の
４
第
３
項
の
規
定

 
新
庁
舎
整
備
に
向
け
て

　
　
　
　
　

 

審
議
会
条
例
を
制
定

　
　
　
　
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
、

　
　
　
　
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

に
よ
る
附
属
機
関
と
し
て
設
置
し

ま
す
。

　

審
議
会
は
、
委
員
12
人
以
内
を

も
っ
て
組
織
し
、
建
築
や
都
市
計

画
等
を
専
門
分
野
と
す
る
学
識
経

験
者
や
、
市
内
各
種
団
体
を
代
表

す
る
方
、
公
募
に
応
じ
た
市
民
の

方
か
ら
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
は
、
委
嘱
の
日
か

ら
、
市
長
の
諮
問
に
対
し
て
審
議

会
が
最
終
的
な
答
申
を
行
う
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
審
議
事
項
は
、
本
庁
舎
整

備
の
基
本
構
想
に
関
す
る
こ
と
や
、

基
本
計
画
に
関
す
る
こ
と
と
し
、

具
体
的
に
は
、
新
庁
舎
整
備
の
基

本
方
針
等
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、

事
業
実
施
の
た
め
の
具
体
的
な
課

題
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成
26
年

７
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

討
　
論

公
営
で
地
域
性
を
生
か
し
た

運
営
を
行
う
必
要
性
を

指
摘
し
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
武
里
図

書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

伴
い
、
開
館
時
間
と
日
数
を
増
や

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

も
の
で
す
が
、
質
疑
を
通
し
て
も

公
営
で
こ
れ
ら
を
行
え
な
い
と
す

る
根
拠
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

図
書
館
の
指
定
管
理
は
、
市
民
の

知
る
権
利
と
財
産
の
蓄
積
、
継
承
、

地
域
性
を
生
か
し
た
運
営
等
か
ら

制
度
上
な
じ
ま
な
い
も
の
で
す
。

　

福
岡
県
小
郡
市
で
は
、
一
度
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
も
の

の
直
営
に
戻
し
、
直
営
な
ら
で
は

の
運
営
で
図
書
館
職
員
の
や
る
気

と
司
書
の
情
熱
を
呼
び
起
こ
し
、

市
民
の
図
書
利
用
率
も
高
い
水
準

を
保
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
開
館

時
間
延
長
と
開
館
日
数
増
加
へ
の

対
応
は
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は

な
く
て
も
、
地
域
性
を
生
か
し
た

図
書
館
業
務
の
遂
行
の
観
点
か
ら
、

司
書
の
増
員
等
、
労
働
者
の
労
働

条
件
の
確
保
に
よ
っ
て
継
続
的
に

春
日
部
市
本
庁
舎
整
備

審
議
会
条
例
の
制
定
を
可
決

　

こ
の
条
例
の
一
部
改
正
は
、
他

市
の
花
火
大
会
で
発
生
し
た
凄せ
い
さ
ん惨

な
火
災
事
故
を
教
訓
に
、
祭
礼
、

縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
、
そ

の
他
の
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催

し
に
際
し
て
、
対
象
火
気
器
具
等

（
コ
ン
ロ
、
発
電
機
等
）
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
消
火
器
の
準
備

を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
機
関
が
対
象
火
気

器
具
等
を
使
用
す
る
露
店
等
の
開

設
を
把
握
す
る
た
め
届
け
出
を
義

務
付
け
る
と
と
も
に
、
屋
外
に
お

け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制
の
構

築
を
図
る
た
め
、
大
規
模
な
催
し

を
主
催
す
る
者
に
対
し
て
、
防
火

担
当
者
の
選
任
、
火
災
予
防
上
必

要
な
業
務
の
計
画
の
作
成
等
を
義

務
付
け
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

春
日
部
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

　

武
里
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ

る
効
果
が
十
分
期
待
で
き
る
図
書

館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
拡
大
し
、

開
館
日
、
開
館
時
間
を
増
や
す
こ

と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
す
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
26
年
度
末
に
庄
和
図
書
館
の

指
定
管
理
契
約
が
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庄
和
図
書
館
の
更
新
と

併
せ
て
武
里
図
書
館
に
平
成
27
年

度
か
ら
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
改
正
内
容
（
武
里
図
書

館
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
改
正
前

・
開
館
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

・
休
館
日

　

①
月
曜
日
、
②
祝
日
（
振
替
休

日
含
む
）
、
③
12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
、
④
館
内
整
理
日

（
毎
月
末
日
）
、
⑤
特
別
整
理
期

間
（
年
度
間
合
計
約
14
日
）

○
改
正
後

・
開
館
時
間

春
日
部
市
立
図
書
館
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

・
休
館
日

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】
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知
識
の
継
承
を
行
え
ま
す
。

　

以
上
を
指
摘
し
、
議
案
に
反
対

し
ま
す
。

民
間
活
力
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
、
安
定
し
た
運
営
継
続
を

要
望
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

こ
の
た
び
の
条
例
改
正
は
、
武

里
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
見
据
え
た
対
応
で
す
が
、

現
在
よ
り
も
開
館
時
間
を
２
時
間

延
長
し
、
併
せ
て
閉
館
日
を
年
末

年
始
の
６
日
間
の
み
と
す
る
も
の

で
、
開
館
時
間
及
び
開
館
日
を
大

幅
に
拡
大
す
る
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
で
、
大
い
に
評
価
し

ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入

後
は
、
民
間
事
業
者
の
能
力
を
十

分
に
生
か
し
な
が
ら
、
中
央
図
書

館
が
し
っ
か
り
と
指
導
・
監
督
を

行
い
、
安
定
し
た
良
好
な
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
継
続
で
き
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
央
図
書
館
の
管
理
運

営
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
そ
の
役

割
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
す
る
と

と
も
に
、
図
書
館
が
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
、
本
市

の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
こ
の
議
案

に
賛
成
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

意

見

書

に

つ

い

て

　

わ
が
国
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
患
者
は
、
３
５
０
万
人
以
上

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

国
は
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
（
肝

硬
変
・
肝
が
ん
患
者
を
含
む
）
に

対
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
核

酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
を
中
心
と
す
る

一
定
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
つ
い

て
、
国
と
自
治
体
の
予
算
に
基
づ

く
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

し
て
か
か
る
特
別
な
措
置
が
と
ら

れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
21
年

制
定
の
肝
炎
対
策
基
本
法
の
前
文

に
あ
る
と
お
り
、「
国
内
最
大
の

感
染
症
」
で
あ
る
「
Ｂ
型
肝
炎
及

び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
ウ
イ
ル
ス
へ

の
感
染
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
め

に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
、
又
は
そ
の
原
因
が
解
明
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
Ｃ

型
肝
炎
の
薬
害
肝
炎
事
件
に
つ
き

国
が
責
任
を
認
め
、
Ｂ
型
肝
炎
の

予
防
接
種
禍
事
件
に
つ
い
て
最
終

の
司
法
判
断
に
よ
り
国
の
責
任
が

確
定
し
た
こ
と
が
周
知
の
歴
史
的

前
提
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
が
実
施
し

て
い
る
現
行
の
医
療
費
助
成
の
対

象
は
、
上
記
の
と
お
り
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
、
核
酸
ア
ナ
ロ
グ

製
剤
治
療
な
ど
一
定
の
抗
ウ
イ
ル

ス
療
法
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
治
療
法
に
該
当
し
な
い
肝
硬

変
・
肝
が
ん
患
者
の
入
院
・
手
術

費
用
等
は
き
わ
め
て
高
額
に
の
ぼ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
助
成
の
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
よ
り
重
篤
な
病
態

に
陥
り
、
就
業
や
生
活
に
支
障
を

き
た
し
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
苦

し
み
つ
つ
経
済
的
・
社
会
的
に
も

ひ
っ
迫
し
て
い
る
肝
硬
変
・
肝
が

ん
患
者
に
対
し
て
は
、
い
っ
そ
う

の
行
政
的
・
社
会
的
支
援
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の

「
平
成
26
年
度
予
算
要
求
に
か
か

る
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
意
見

書
」
で
も
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
予
算
と
し
て
必
要
な
措
置
の
一

つ
と
し
て
、
「
肝
硬
変
・
肝
が
ん

患
者
を
含
む
す
べ
て
の
肝
炎
医
療

に
か
か
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
の
国
と
原

告
団
と
の
基
本
合
意
締
結
、
Ｂ
型

肝
炎
特
別
措
置
法
の
制
定
に
あ
た

っ
て
、
国
は
「
予
防
接
種
時
の
注

手
話
言
語
法
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求

め

る

請

願

○
請
願
要
旨

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言

語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広

め
、
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話

を
身
に
着
け
、
手
話
で
学
べ
、
自

由
に
手
話
が
使
え
、
さ
ら
に
は
手

話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目

的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
」
を
制

定
す
る
た
め
、
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
。

○
請
願
者
代
表

　

春
日
部
市
聴
力
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

古
舘　

賢
一

　
　
　
　
　
【
全
員
一
致
で
採
択
】

請
　
　
　
　
願

射
器
打
ち
回
し
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
者
は
、
四
十

数
万
人
に
及
ぶ
」
と
繰
り
返
し
言

明
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
基
本
合
意
か
ら
２
年
以
上
を

経
た
今
日
に
お
い
て
も
、
Ｂ
型
肝

炎
訴
訟
の
原
告
と
し
て
給
付
金
の

支
給
対
象
た
り
う
る
地
位
に
あ
る

も
の
は
１
万
人
程
度
に
す
ぎ
ず
、

大
多
数
の
被
害
者
は
救
済
の
入
り

口
に
さ
え
立
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
被
害
者
数
と
原
告
数
と

の
こ
う
し
た
齟そ

ご齬
が
生
ま
れ
る
最

大
の
要
因
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

国
が
注
射
器
打
ち
回
し
の
予
防
接

種
禍
の
実
態
を
放
置
し
、
平
成
元

年
の
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
最
初
の
提

起
後
も
、
予
防
接
種
禍
の
実
態
調

査
等
を
怠
っ
た
こ
と
で
、
時
間
経

過
に
よ
り
母
親
が
死
亡
す
る
な
ど

予
防
接
種
禍
を
立
証
す
る
医
学
的

手
段
を
失
っ
た
被
害
者
が
膨
大
に

存
在
す
る
こ
と
で
す
。

　

よ
っ
て
、
下
記
事
項
を
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が

ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
。

２　

身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝

機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
認
定
基
準
を
緩
和
し
、
患
者

の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
に
す

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
26
年
６
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

厚
生
労
働
大
臣　

様

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

※
こ
の
議
員
提
出
議
案
（
意
見

書
）
は
、
請
願
第
12
号
の
採
択
を

受
け
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。



かすかべ議会だより

26年6月定例会号

4

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 48 号 本庁舎整備審議会条例の制定 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 49 号 税条例等の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 50 号 国民健康保険条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 51 号 火災予防条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 52 号 市立図書館条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第 53 号 平成26年度一般会計補正予算（第２号） （総務・厚生福祉・建設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 54 号 平成26年度一般会計補正予算（第３号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
議第 3号議案 手話言語法制定を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 4号議案
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見
書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 5号議案
地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に応じた支援を
求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○

議第 6号議案 中小企業の事業環境の改善を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 7号議案
「海外で戦争する国」にする集団的自衛権の行使容認に反対す
る意見書

（付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ×

議第 8号議案 労働法制改悪をやめることを求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ ○ ×

議第 9号議案 原発再稼働に反対する意見書 （付託省略）否　　決 × ○ × ○ ○ × ×

請　願
請願第 11 号 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願 （厚生福祉）採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 12 号
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見
書の提出を求める請願

（厚生福祉）採 　 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 13 号
建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう
国に働きかける意見書の提出を求める請願

（厚生福祉）不 採 択 × × ○ ○ − × ×

請願第 14 号
「医療・介護総合法案」を廃案とするよう国に意見書を提出する
ことを求める請願

（厚生福祉）不 採 択 × × × ○ − × ×

請願第 15 号 小中学校の全教室にエアコンを設置することを求める請願 （教育環境）不 採 択 × × ○ ○ − × ×

 ６ 月 定 例 会 　 審 議 結 果

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

平
成
26
年
５
月
28
日
に
開
催
さ

れ
た
全
国
市
議
会
議
長
会
第
90
回

定
期
総
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
の
会
期
中

に
、
表
彰
状
並
び
に
記
念
品
の
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
　
　
彰
【
正
副
議
長
通
算
４
年
】

　
　

○
山
崎　
　

進

特
別
表
彰
【
在
職
30
年
】

　
　

○
秋
山　

文
和　

元
議
員

表
　
　
彰
【
在
職
10
年
】

　
　

○
蛭
間　

靖
造

　
　

○
松
本　

浩
一


